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(ノート部記載なし)
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計測事業は、モバイル市場の開発用計測器需要が、アジアを中心に海外で堅
調に推移しました。一方、スマホ製造用の計測器需要は、スマホベンダーによ
る生産能力増強の動きは続いているものの、計測器のパフォーマンス向上もあ
り、金額ベースでは鈍化傾向にあります。昨年まで北米を中心に好調に推移し
ていたネットワーク・インフラ市場の基地局建設・保守用計測器需要は、投資に
一巡感が見られました。

産業機械事業は、日本市場での設備更改需要を取り込む一方、海外展開加速
のための投資や、新製品開発投資を積極的に行いました。
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グループ全体の受注高は前年同期比６％減の２３８億円。売上高はほぼ前年
同期比並みの２２２億円となりました。

営業利益は前年同期比４２％減の１４億円となりました。この主な要因は、計測
事業・産業機械事業ともに開発投資を行ったことと、計測事業では昨年までの
海外顧客への対応強化により費用が増加したことによります。

当期利益は、前年同期比５０％減の８億円、包括利益は、前年同期比７４％減

の７億円となりました。



第１四半期の受注高は計測事業が前年同期比８％減の１７９億円、産業機械
事業が前年同期比４％減の３８億円、グループ全体では２３８億円となりました。

計測事業ではモバイル開発用需要は堅調に推移した一方、計測器のパフォー
マンス向上に伴い、モバイル製造用需要は金額ベースでは鈍化傾向にありま
す。

なお、受注残高はグループ全体で１９１億円、計測事業で１４８億円であり、前
年同期より高い水準となっています。
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計測事業の売上高は、ほぼ前年同期比並みの１７６億円、営業利益は
同２８％減の２０億円で、営業利益率は１１．１％となりました。

売上高はモバイル製造用と基地局建設・保守用市場で鈍化が見られたものの、
モバイル開発需要が堅調だったことにより前年並みとなりました。営業利益に
ついては、研究開発費の投入が昨年同期比で進捗しているため、減益となりま
した。

産業機械事業は、特に海外市場が堅調に推移したものの、研究開発投資と海
外展開投資を進めた結果、売上高は前年度並みの２８億円、営業損失は４億
円となりました。



第１四半期の売上高は、連結が２２２億円、計測事業が１７６億円でした。

第１四半期の営業利益率は、連結で６．４％、計測事業が１１．１％となりました。
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地域別売上高推移としては、アジア・ＥＭＥＡで堅調だったものの、米州では前
年同期比で減収となりました。

米州の減収の主な要因は次の２点です。

（１）モバイル開発需要が北米での投資にとどまらず、アジア・欧州の開発拠点
でも分散投資されていること

（２）基地局建設・保守用の計測器需要に一巡感が見られること

日本市場は、前年同期と同水準となりました。
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営業キャッシュフローは、主に運転資本の改善により、３４億円の資金獲得とな
りました。営業キャッシュフロー・マージンは１５．４％となりました。

投資キャッシュフローは８億円となりました。建設中の厚木サイトの新棟の関連
費用は、今後の支出を予定しています。

その結果、フリー・キャッシュフローは２６億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフローの１７億円の資金流出のうち、主なものは配当金の支払
い１４億円です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より９億円増加の４４１億円と
なりました。



２０１４年度の通期業績の見通しは、４月２４日に発表した計画から変更はあり
ません。第１四半期の進捗は年初計画の前提から大きなずれは生じておりま
せん。引き続き、達成に向けて、組織を挙げて取組んでいく所存です。

日本国内市場での大幅な成長は期待できないものの、海外市場には大きな
チャンスがあります。とりわけモバイルブロードバンドを牽引する米国市場を中
心に活発に活動するキープレーヤーの投資と、中国を軸としたＴＤ－ＬＴＥ導入
による需要が中心となります。
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アンリツグループの業績を牽引するモバイル・ブロードバンド・サービスに
関連する市場での事業機会は引き続き拡大しています。

スマートフォンやタブレットで利用されるサービスが拡大するのに伴い、モ
バイルネットワークにはより一層の高速化・大容量化が求められていま
す。既に複数の国で商用サービスが開始されたLTE-Advancedサービス
についても引き続き更なるサービスの進化が継続し、キャリア・アグリ
ゲーションやＭＩＭＯなどの技術を組み合わせることにより高速化が実現
されています。

また、通信サービス利用者の様々なニーズに対応するため、各プレー
ヤーの取り組みは今後も一層強化されていきます。
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モバイルの開発分野では、チップセットベンダー・端末ベンダーを中心と
した開発投資が引き続き期待できます。特にLTE-Advancedの主要技術
であるキャリア・アグリゲーションは２バンド対応から３バンド対応に開発
需要がシフトしていくことで、更なる投資が期待できます。それと同時に、
チップセットベンダーや端末ベンダーなど、キープレーヤーも増加してお
り、顧客層の広がりによる事業拡大も進んでいます。

モバイル・製造分野においては、TD-LTEスマホに関連した投資が期待で
きると同時に、WiFiなどのSRW（ショート・レンジ・ワイヤレス）を活用した
IOTの発展が計測需要を支えます。また、生産効率向上に向けた取り組
みは加速しており、お客さまごとに最適なソリューションを提供することで
競争力強化を図っていきます。

ネットワークを支える通信オペレータにおいては、高速化やサービス向上
を実現するための新技術採用に向けた取り組みが進んでいます。また、
それと同時に有線ネットワークの高速化に取り組む必要があり、100Gbps
ネットワーク構築の本格化に向けた動きも出てきています。当社は、有
線・無線の双方に対応したソリューションを強化しています。

我々は、これらの市場環境はチャンスと考えており、引き続きお客さま満



足度の向上を通じて、年度計画達成に向けて取り組んでまいります。
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２０１４年６月末の自己資本比率は６０％、Ｄ／Ｅレシオは２５％となりました。
従って両指標とも中期経営計画の財務体質改善目標ゾーンに到達しました。

これに関連して、財務体質と収益基盤の安定性が評価され、Ｒ＆Ｉより本年５月
に、信用格付けがＢＢＢ＋からＡ－に格上げされました。財務体質と収益基盤
の改善課題は企業価値の向上課題と表裏一体をなします。今後とも「利益ある
持続的成長」と企業価値の向上を目指して、ＲＯＥ、ＡＣＥ（アンリツ独自の企業
価値向上ＫＰＩ＝税引き後営業利益－資本コスト）の改善に取組んでまいります。



株主・投資家のみなさまのご支援とご協力をお願いして、２０１５年３月期第１四
半期の業績報告とします。ご静聴ありがとうございました。
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